













The Mutual Development between the Art Workshop and
the Kindergarten Environment: Focusing on the Process






































年度 アーティストの専門 年間の保育テーマ ワークショップの概要
2007年 彫刻（石） 地球・土・宇宙 壁泥と日干しレンガで、園庭にクラスで一
つずつ山を作る。お泊り保育で山に登り、
月に向かって吠える
2008年 ダンス 森・海 各クラスの子どもたちが、それぞれ森、川、
海の世界を表現したダンスをアーティス
トと創作し、園庭を舞台に踊る























































































































































































































































































































































































5 ．まとめ  ── アートワークショップと園環境
保育者はワークショップを通して園環境に気づき、その園環境を資源として利用しながら、子どもた
ちと日々の遊びを作りだしていく。ワークショップはまた、保育者が園環境をとらえる視点を豊かにし、
園環境づくりに多くの手がかりを提供する。子どもたちも、ワークショップをきっかけとしてにおいに
関心をもち、園内を探検する中で環境に気づき、環境とのかかわり方を変化させていく。そうした環境
との日々のかかわりを通して、子どもたちの遊びの世界づくりが進展していくとともに、表現も豊かな
ものになっていく。こうしたプロセスは、図12のように模式的に表すことができる。
とはいえ、このように非常に単純化した図で、実践の豊かさを余すことなく表すことは、とうてい
不可能である。ここでは、アートワー
クショップが園環境を変え、あるいは
保育者の環境のとらえ方、かかわり方
を変える一方、園環境によってワーク
ショップが進展していくという循環的
なプロセスが描ききれていない。さら
に、図中に示した一つ一つの矢印の背
景には、保育者とアーティストとの協
働、子どもと保育者との協働、アーティ
ストと子どもの協働のダイナミックな
プロセスがあることも、忘れてはなら
ないであろう。その一部は、本稿の中
でエピソードとして記述してきたが、
それらをより体系的に描き出すことは、
今後の課題としたい。
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図 12　ワークショップと園環境がもたらすもの
矢印下（横）の記号は、関連のある本文中の項を示す
